
「動原体の可視化によりタマネギの細胞分裂を詳細に描写」（補足資料）「動原体の可視化によりタマネギの細胞分裂を詳細に描写」（補足資料）「動原体の可視化によりタマネギの細胞分裂を詳細に描写」（補足資料）「動原体の可視化によりタマネギの細胞分裂を詳細に描写」（補足資料）    

 

研究の背景研究の背景研究の背景研究の背景    

タマネギは「植物細胞分裂の観察」の教材として世界中で用いられています。しかし、生物の

教科書中で用いられている写真は「染色体を色素で染めただけのもの」が長い間用いられてき

ました（図１上段）。そして、細胞分裂の理解のために重要な「動原体」や「紡錘糸」等は写真

で示されることなく、模式図中で解説されてきました。 

 

本研究の内容本研究の内容本研究の内容本研究の内容    

そこで本研究では、動原体を可視化するために動原体特異的ヒストン H3 タンパク質をネギ属植

物から単離し、それを認識する抗体を作成しました。そして、この抗体と紡錘糸の成分である

チューブリンを認識する抗体の組合せによって、タマネギの細胞分裂の様子を詳細および立体

的に可視化することに成功しました（図１中段）。 

 

成果の意義成果の意義成果の意義成果の意義    

生物の身近な実験材料として教科書に掲載されているタマネギを材料に、これまで模式図でし

か示されてこなかった立体的な細胞分裂の様子を 3D 写真で示すことにより、生徒達の「植物の

細胞分裂」の理解促進やこの分野に対する好奇心をかき立てることが可能となります。また、

本研究の内容や立体図を含む電子書籍も無料で公開され、生物の副教材としてすぐに利用可能

となります。この様な成果に触れることにより「理科離れ」を抑制することが期待されます。 

 

図１．植物細胞分裂解説写真の例：中段、下段の赤シグナルは動原体、緑シグナルは紡錘糸を

示す。 
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